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2023年8⽉5⽇（⼟）に開所式を⾏いました。たくさんの関係者の⽅が⾜を運んでく

ださいました。ある⼦に「たむっちの家やろ？」と聞かれました。「ちゃうで、み

んなの⼒で建てたみんなの家やで。あなたもそのうちの⼀⼈でこれから⼭王こども

センターを⼀緒に作って⾏こな。」と返事をしました。その⼦の⽬がきらりと光り

ました。とても素敵な建物の中でこども達がのびのびと活き活きと過ごせるのは、

ひとえに皆様のお⼒のおかげです。ありがとうございます。



ポスト

商店街側
入り口

商店街側
入り口

縁側の位置は、そのまま！

縁側からこども達が出たり⼊

ったり、おとなが縁側に腰か

けてニコニコ⾒守ります。1

年ぶりの「ドカン」遊びはし

ばらくブームとなりました。

階段に腰かけて漫画を読むこ

ども達。以前よりも本が⼿に

届きやすくなりました。ご紹

介ボックスも設置させていた

だきました★

これから、おとなとこどもが出会

う場として「たこ焼き屋は？」

「総菜屋は？」「練りもの屋はど

う？」「ボードゲームができるお

店もいいなぁ」と夢をふくらませ

ています。

ここは靴のままお⼊りください！

芝⽣を通り抜けると、⼭王こども

センターの保育室となります。

「サロン・センベエ」

保育室



ゆっくり横になりたい時、本を読み

たい時、宿題を⼀⼈でしたい時、こ

ども達だけでワイワイと過ごしたい

時に過ごす部屋です。時には、保護

者の⽅と⼤切な話をする場所にもな

ります。

2階
へ

GO
！2階
へ

GO
！

事務所の前でも遊ぶことができます。

ここで、映画でも⾒ようか∼と計画しています。

左側にあるカウンターは、以前の建物の柱を裁断して⼀枚の板にしたもので

す。昔のセンターの思い出がよみがえってきます。さて、事務所奥の扉の向

こう側にはおとなセンターの作業室があり、チラシ折りやタオルの袋詰めな

どの作業を⾏っています。

「ゆっくりと」「いそがし」の部屋



屋上屋上 これからに期待！
最上階　屋上

屋上は、未開拓の場所で

す。予算の兼ね合いで全⾯

に⼿すりを付けることが出

来ず、今は外の景⾊を眺め

るだけなんです。

けれど、今まで⾒た事のな

い景⾊が広がっていまし

た。右⼿にハルカス、左⼿

に通天閣、そして⼭王の町

がいっぺんに⾒れます。い

つか、屋上でテントを張っ

て野営してみたり、夜空を

眺めながらゆっくりとすごしてみたいな…と勝⼿に考えていますが、こども達のアイデア

を実現できたらいいなと思います。

☆彡応援してください☆彡
寄付で
応援する

維持会員

継続して寄付する

マンスリーサポーター

後援会員

継続して寄付する

イヤーサポーター

⾃由献⾦

単発で寄付する

品物寄付で
応援する

活動で必要な物品を

掲載しております

⼭王こどもセンターは、100年ゆるがない場所を⽬指して、「こども達が集う場所」「こども達のあそび

場」として活動を続けていきます。こども達が⾃由に遊びに来られるように、利⽤料はありません。

現在、留守家庭児童対策事業（放課後児童クラブ）の補助⾦とみなさんからの寄付で運営をしています。

経済的には、厳しいのが現状です。活動を続けていくために、みなさん、応援お願いします！

⼭王こどもセンターの活動は、ホームページやFacebookから

ご覧いただけます。ぜひ、みてください！！



こども達と⼀緒に考え完成した建物、そしてたくさんの⼈の応援もこの建物には詰まっています。本

当に素敵なわくわくする建物が完成しました。新しい建物になっても、縁側から⾒える⾵景は変わっ

ていません。こどもとおとなが共に学び、⼩さな幸せを積み重ねています。⼈は誰しも悩み、迷う時

があります。そんな時、誰かの⽀えがあれば、前に進むことができるのではないでしょうか。⼭王こ

どもセンターはその役割を担い、これからもこの場所にあり続けていきたいと思っています。⼭王こ

どもセンターという居場所を次世代に繋げるためにこれからもどうぞ、皆様のお⼒添えをよろしく

お願いします。�������������������������������������

⼭王こどもセンター 施設⻑ ⽥村 幸恵

とってもうれしいプレゼントがあ

りました！旧⼭王こどもセンター

の模型です！近畿⼤学建築学科寺

川ゼミの皆さんが再現してくださ

いました。

「そうそう、ここに⾚いベンチが

あって,ここに新聞紙つんでたな

ぁ∼」などと話が弾みました＾＾

リアカーもリニューアル！

アルミ⽸を積んで売りに

⾏ったり、ひっこしの時

も⼤活躍でした！

旧センター模型

リアカー「きもち号」

サプライズプレゼント

ー100年ゆるがない場所を⽬指してー



センターは

どんなとこ�




